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一
〇
時
〇
〇
分
～
一
一
時
三
〇
分
（
九
〇
分
） 

        

＊
受 

験 

上 

の 

注 

意 
 

① 

指
示
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
な
い
。 

② 

指
示
に
従
っ
て
、
静
粛
に
行
動
す
る
こ
と
。 

③ 

机
上
に
は
、
受
験
票
、
Ｈ
Ｂ
の
黒
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
（
シ
ャ
ー
プ
ペ

ン
シ
ル
の
芯
は
ケ
ー
ス
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
）、
消
し
ゴ
ム
、
鉛
筆
キ
ャ
ッ
プ
、
鉛

筆
削
り
、
時
計
、
眼
鏡
、
目
薬
、
ハ
ン
カ
チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
（
袋
・
箱
か
ら

取
り
出
し
た
も
の
）
以
外
、
不
要
な
物
は
置
か
な
い
こ
と
。 

④ 

質
問
、
用
便
そ
の
他
、
特
に
必
要
の
あ
る
場
合
は
黙
っ
て
手
を
挙
げ
、
指
示
を
求
め

る
こ
と
。 

⑤ 

不
正
を
行
っ
た
も
の
は
試
験
を
中
止
し
、
以
後
の
受
験
資
格
を
失
う
も
の
と
す
る
。 
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次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

ヒ
ト
の
移
動
要
因
と
し
て
、
若
者
の
大
学
進
学
時
に
着
目
し
た
い
。
地
方
に
と
っ
て
人
口
減
少
の
大
き

な
要
因
の
一
つ
は
、
大
都
市
へ
の
若
者
の
人
口
流
入
で
あ
る
。
特
に
、「
一
八
の
春
」
と
い
わ
れ
る
大
学
進

学
時
に
多
く
の
若
者
が
地
方
か
ら
首
都
圏
に
流
れ
込
む
状
況
が
あ
る
。
大
学
生
の
分
布
を
み
る
と
、
二
〇

一
六
年
で
は
、
わ
が
国
全
体
の
人
口
比
で
は
一
○
％
の
東
京
都
に
、
日
本
の
大
学
生
の
二
六
％
が
集
中
し

て
い
る
と
い
う
極
端
な
一
極
集
中
構
造
だ
（
ち
な
み
に
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
を
合
わ
せ
た
東
京

圏
で
見
る
と
四
○
・
八
％
が
集
中
し
て
い
る
）
。
こ
れ
は
、
大
学
進
学
時
に
地
方
か
ら
若
者
が
東
京
に
強
引

に
吸
い
寄
せ
ら
れ
る
構
造
で
あ
り
、
欧
米
先
進
国
で
は
見
ら
れ
な
い
、
い
び
つ
な
図
式
で
も
あ
る
。
し
か

も
、
二
〇
〇
一
年
に
お
け
る
東
京
都
の
学
生
数
の
割
合
は
二
四
・
四
％
で
あ
り
、
一
五
年
間
で
一
・
六
％

上
昇
し
て
き
て
お
り
（
東
京
圏
で
は
○
・
八
％
上
昇
）
、
着
実
に
東
京
へ
の
求
心
構
造
は
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
こ
の
理
由
は
、
い
つ
の
ま
に
か
高
等
教
育
を
市
場
原
理
に
ゆ
だ
ね
、
大
学
運
営
の
多
く
を

私
学
に
依
存
し
、
効
率
性
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
っ
た
結
果
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

高
等
教
育
機
能
は
首
都
機
能
に
付
随
す
る
も
の
で
は
決
し
て
な
く
、
逆
に
ゆ
と
り
の
あ
る
地
方
圏
が
担

う
べ
き
役
割
で
あ
る
。
戦
前
、
わ
が
国
に
は
、
ナ
ン
バ
ー
ス
ク
ー
ル
と
呼
ば
れ
た
旧
制
高
等
学
校
が
全
国

に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
て
い
た
高
等
教
育
政
策
の
伝
統
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
起
こ
す
と
、
ゆ
と
り

の
あ
る
環
境
に
身
を
置
い
て
勉
学
に
勤
し
む
と
い
う
高
等
教
育
機
関
の
立
地
の
思
想
が
い
つ
の
ま
に
か
希

薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
大
学
の
役
割
の
両
面
か
ら
も
高
等
教
育

機
能
の
地
方
分
散
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

東
京
に
大
学
が
集
積
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
、
日
本
で
は
私
学
の
割
合
が
高
く
、
ま
た
私
学
に
対
す

る
助
成
の
措
置
が
欧
米
な
ど
に
比
べ
れ
ば
脆
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
率
的
な
経
営
の
観
点
か
ら
大
都
市

部
に
集
積
し
て
し
ま
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
〇
一
六
年
に
お
け
る
東
京
都
の
大
学
生
数
の
割
合
は
、

国
立
大
学
が
一
二
・
五
％
、
公
立
大
学
が
六
・
四
％
に
対
し
て
私
立
大
学
は
三
一
・
三
％
と
極
め
て
高
い

割
合
と
な
っ
て
い
る
。
や
や
乱
暴
か
も
知
れ
な
い
が
高
等
教
育
政
策
を
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
委
ね
て
し
ま

っ
た
結
果
が
、
若
者
の
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
構
造
を
形
成
し
て
し
ま
っ
た
と
も
い
え
る
。 

（
中
略
） 

こ
れ
か
ら
は
地
方
創
生
を
先
導
し
て
い
く
主
体
と
し
て
地
方
大
学
を
位
置
づ
け
、
積
極
的
に
強
化
し
て

い
く
視
点
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
高
等
教
育
政
策
の
理
念
と
し
て
地
域
社
会
と
共
生
し
て
い
く
視
点
は
大
切

だ
。
二
〇
○
六
年
一
二
月
に
教
育
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、
新
た
に
大
学
の
役
割
と
し
て
「
社
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
」
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
大
学
の
知
的
資
産
を
地
域
社
会
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

き
て
お
り
、
地
域
社
会
と
大
学
を
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。 

そ
の
観
点
か
ら
は
、
公
立
大
学
の
役
割
を
積
極
的
に
位
置
づ
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
公
立
大

学
は
、
大
学
全
体
で
見
れ
ば
ま
だ
学
校
数
で
一
二
％
、
学
生
数
で
は
大
学
全
体
の
五
・
三
％
に
過
ぎ
な
い
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（
二
〇
一
八
年
度
）
が
、
地
方
自
治
体
の
責
任
で
設
置
し
、
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
地
方
主
導

で
高
等
教
育
政
策
に
関
与
し
て
い
け
る
貴
重
な
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
。 

私
立
大
学
で
は
半
分
以
上
の
学
生
が
東
京
圏
に
暮
ら
し
て
い
る
が
、
公
立
大
学
で
は
、
九
割
近
い
学
生

が
東
京
圏
以
外
で
暮
ら
し
て
い
る
。
公
立
大
学
の
役
割
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
大
都
市
と
地
方
の
不
均

衡
の
是
正
に
、
ま
た
出
生
率
低
下
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
若
者
の
大
都
市
圏
移
動
を
緩
和
す
る
こ

と
に
も
大
き
く
つ
な
が
る
。 

（
中
略
） 

地
方
都
市
に
お
い
て
大
学
が
受
け
入
れ
る
若
者
の
存
在
は
非
常
に
大
き
い
。（
中
略
）
一
八
歳
か
ら
二
二

歳
の
若
者
が
四
年
間
安
定
的
に
定
住
す
る
。
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
活
力
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
も
重

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
、
特
に
人
口
減
少
・
高
齢
時
代
に
お
い
て
は
貴
重
で
あ
る
。
単
に
、
地
元
の
若

者
の
進
学
先
が
地
元
に
あ
る
と
い
う
以
上
の
効
果
が
あ
る
。
大
学
が
果
た
す
高
等
教
育
機
能
に
と
っ
て
も
、

ゆ
と
り
の
あ
る
地
方
の
勉
学
環
境
は
貴
重
な
も
の
で
、
学
び
の
空
間
と
し
て
は
大
都
市
に
負
け
な
い
優
位

性
が
あ
る
。 

わ
た
し
が
学
長
時
代
に
全
国
の
学
長
が
集
ま
る
会
議
に
参
加
し
て
不
思
議
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
多
く
の
大
学
が
東
京
圏
に
あ
る
の
か
と
い
う
素
朴
な
疑
問
と
と
も
に
、
多
く
の
関

係
者
が
そ
れ
を
当
た
り
前
と
し
て
い
る
こ
と
の
不
思
議
さ
で
あ
っ
た
。
地
方
自
治
体
の
政
策
と
し
て
、
特

に
地
方
都
市
に
お
い
て
は
公
立
大
学
の
設
置
、
運
営
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
は
大
切
で
あ
る
。
大
学

の
機
能
は
決
し
て
首
都
機
能
に
付
随
す
る
も
の
で
は
な
く
、
地
方
の
豊
か
な
自
然
と
空
間
こ
そ
質
の
高
い

高
等
教
育
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
。 

公
立
大
学
の
役
割
と
存
在
を
高
め
て
い
く
こ
と
は
、
高
等
教
育
に
お
け
る
地
方
分
権
の
流
れ
で
も
あ
る
。

地
方
の
ゆ
と
り
の
あ
る
教
育
環
境
か
ら
多
様
な
人
材
を
よ
り
多
く
育
て
て
い
く
こ
と
は
、
地
方
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
地
方
自
治
体
の
大
切
な
役
割
で
あ
ろ
う
。 

 

（
『
地
方
の
論
理
』
小
磯
修
二
著 

岩
波
新
書 

二
〇
二
〇
年
よ
り
） 

 問 
 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
地
方
の
ゆ
と
り
あ
る
教
育
環
境
で
育
む
地
方
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
多
様
な

人
材
と
は
ど
の
よ
う
な
人
材
か
、
あ
な
た
の
考
え
を
八
〇
〇
字
以
上
一
〇
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ

い
。 


